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新年度がスタートして、約 3 か月が過ぎました。今年度からキャリア教育の視点から進路実現にかかわる

情報をお伝えする「進路通信」を発行します。中学部、高等部の情報が多いかとは思いますが、ぜひ他学部

の児童、生徒、保護者の方にも読んでいただき、みなさん一人ひとりの進路実現のお役に立てればと思いま

す。 

講演 1 では、ハローワーク神戸主任就職促進指導官の方より、『これから就職を目指すみなさまへ』という演題

でお話をしていただきました。「ハローワークとは「人」と「仕事」を結ぶ総合的な国の機関であること」、「社会人

デビューに向けて今できること」などについて理解することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講演Ⅱでは、YKK六甲株式会社工場長の崎濱様、事業 

推進グループグループ長の江口様より、『どんなこともやって 

みないとわからない』という演題でお話をいただきました。 

江口様より YKK六甲株式会社の会社概要を説明してい 

ただき、本校の卒業生である崎濱様からは、先輩としての 

話を聞くことができました。小学校時代のことや本校高等 

部での生活のこと、そして YKK六甲株式会社に入社する 

きっかけなどを聞きました。演題にもあるように最後には 

「自分の限界を決めない、やればできる。限界を伸ばす」 

という言葉を最後にいただき、心に残りました。 

 

 



進路講演会終了後、高等部 3 年生対象（就職希望者・福祉就労希望者）に進路相談会を行いました。進路相

談会ではそれぞれの居住地のハローワーク、福祉課、就業・生活支援センター※の方に参加していただき、面談を

しました。就業・生活支援センターの方とは卒業後の相談機関として在学中から連携を図り、就労後のアフターフ

ォローなどを一緒に行っています。参加していただいた保護者の皆様、ありがとうございました。 

※就業・生活支援センター・・・障害のある方の身近な地域において、就業面と生活面の 

一体的な相談・支援を行う機関 

中学部 3年生は、6月初旬に「コープ垂水」と就労継続支援B型作業所「和
なご

みの海
かい

２
セカンド

」で職場体験を行いま

した。行く前は緊張していた生徒たちでしたが、それぞれの職場での体験を笑顔で終え、少し成長した姿で学校に

戻ってきました。「目標だった、時間を守ることができました。これからも続けたいと思います。」「作業に同じ姿勢で

取り組むには体力が必要だと思いました。持ち物の確認ができたので 

今後も気をつけたいです。」「トライやる・ウィークで学んだことは働くと 

きのマナーや敬語です。学んだことを将来働くときに役立てたいと思い 

ます。」…将来へつながる大切なことに気づけた１週間でした。 
 

日程 内容 対象 

7月 10日 会社・事業所見学 

（株式会社ニッセイ・ニュークリエーション、リタリコワークス三宮、 

株式会社ミックウェア） 

高等部 1年 

高等部１年の保護者 

7月 24日～28日 職場体験実習 高等部２年 

7月 26日 職業ガイダンス 

（総合リハビリテーションセンター職業能力開発施設） 

高等部 1年 

11月 13日～17日 職場体験実習 高等部１、２年 

1月 19日 卒業生による進路講演会 

① アイシンウェルスマイル株式会社（製造業） 

② 卒業後筑波技術大学から村田製作所（野洲事業所） 他１名 

高等部、中学部 3年 

全学部の保護者 

３月 会社・事業所見学 高等部１年生 

【模試関係】 

日程 対象 日程 対象 

７月 高等部１年、２年、３年 １１月 高等部１年、２年 

８月 中学部１年、２年、３年 １月 高等部１年、２年 

９月 高等部３年 ２月 高等部２年 

１０月 高等部３年   

 

  
農産部門陳列（コープ垂水）  歯ブラシの箱立て（和みの海） 


